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「やさしい⽇本語」研究が⽬指す社会 
―⾔語権、わかりやすい⽇本語、社会実装― 

⼀橋⼤学国際教育交流センター教授 庵 功雄 
 
 本発表では、はじめに、「やさしい⽇本語」研究が⽬指す 30 年後の世界観を提⽰し、その
実現のために、「やさしい⽇本語」研究がどのような形で進められてきているのかを⽰す。 
 「やさしい⽇本語」研究は、①⾔語的少数者（マイノリティー）のための「やさしい⽇本
語」（Easy Japanese. EJ）と、②⽇本語⺟語話者（マジョリティー）にとっての「やさしい⽇
本語」（Plain Japanese. PJ）に分かれる。 
 EJ は、マイノリティーが⽇本社会に参加する上での⾔語的障壁を取り除く「ことばのバ
リアフリー」（あべ 2023）として機能する。具体的には、主に外国⼈（⾮⽇本語⺟語話者）
の⼤⼈を対象とする「居場所作りのための「やさしい⽇本語」」と、外国にルーツを持つ⼦
どもやろう児（先天的にほとんど⽿が聞こえない⼦ども）を対象とする「バイパスとしての
「やさしい⽇本語」」に分かれる。 
 EJ は、マイノリティーが、1）対象⾔語を学ぶ権利、2）⺟語・継承語で／を学ぶ権利、
などを定めた「⾔語権」を保障するための⾔語的⼿段の 1 つである（庵 2026a）。本発表で
は、⾔語権の観点から「札幌ろう学校裁判」の事例について紹介する。 
 EJ の重要な分野である「「やさしい⽇本語」への書き換え」は、普段の⽇本語表現に潜む
わかりにくさを可視化する機能を持っている（Cf. 野⽥・森⼝ 2003）。 

⽇本語社会には「難しい（難しげな）ことばや漢字を使って表現することが頭がいいこと
だ」と考える「難しさへの信仰」があるが、こうした考え⽅については既に明治初期に福沢
諭吉が痛烈に批判している（福澤 1873）。 

PJ は、「難しさへの信仰」を捨て、「論理的でわかりやすいこと」を⽇本語表現の評価基
準とすることを提案するものである。これは、海外の「わかりやすいことば（Plain Language）」
の考え⽅に対応するものであり、⽇本語⺟語話者（マジョリティー）のコミュニケーション
能⼒を⾼め、⽇本社会の国際化にも貢献する。 
最後に、「やさしい⽇本語」の考え⽅が、現在急速に勢⼒を増しつつある排外主義に対す

る有⼒な対抗⾔説（refutation）になり得ることを⽰し、「やさしい⽇本語」を⽇本社会に実
装する⽅策について考える。 
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